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設置方法

①天井ローゼットに取付 
②既存照明用ローゼットに簡易取付ライティングレールを設置し取付 
③アダプターを利用し壁面に取付または高所に据置

エアプリレは天井に設置することにより、オゾンを効果的に
拡散できるように設計されています。既設空間では下記
設置方法があります。

分電盤（AC100V）
ワゴ

オゾン発生装置
（エアプリレ）

オゾン発生装置用
片切スイッチ

VVF1.6-2C

オゾン発生装置用引掛けシーリング
※照明用の引掛けシーリングとは
別に離れた位置に設置
※照明用の引掛けシーリングとは
別に離れた位置に設置
※照明用の引掛けシーリングとは
別に離れた位置に設置

VVF1.6-2C
（VVF2.0-2C）

推奨部材

オゾン発生装置用
引掛けシーリング

オゾン発生装置用
片切スイッチ

・パナソニック電工 WG6001WK
・パナソニック電工 WG6130W
・神保電器 1281PW
・神保電器 1281SPW
・神保電器 1381PW

・パナソニック電工 WT50412
（コスモシリーズ ワイド21 埋込ほたるスイッチB）

専用ローゼット利用
※ローゼット取付電気工事が
　発生します。

ライティングレール利用
※照明はリモコンで操作。
　エアプリレは常時オン。

ACアダプター利用
※専用ACアダプターを利用し
　壁面高所に取付。
　または書棚等の上に据置。
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オゾン吹き出し方向

壁面

天 井

差し込み・引掛け

壁

エアプリレ吹き出し方向とローゼットの関係

突起部の場所

床からの見上げ図

構築要件書

【施工業者様向け】
施工業者様へお渡しください

設置の前に必ずお読みください
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専用ACアダプター
（オプション）
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引掛けシーリング設置時の注意事項①

①吸排気のため、エアプリレの周囲30cm以内には障害物を置かないでください。

引掛けシーリング設置時の注意事項③

③以下の素材を使用した場合でも着色は 経年劣化で変色する可能性があります。

引掛けシーリング設置時の注意事項②

②引掛けシーリングの突起部が壁面と平行又は垂直になるように設置してください。

※吸気口が塞がっていると故障の原因となります。
※オゾン吹き出し口からはオゾンが排出されます。
壁やシーリング照明などにかからぬよう1m
以上離して設置してください。

※エアプリレは正方形のため必ず
シーリングの突起部を壁面に平行
又は垂直になるように設置して
ください。
※角形シーリングは設置不可。

物は1m（角度10°）
以上離す。

壁から30cm
以上離す。

オゾン発生体に汚れが付くとオゾンが発生しにくくなることがあります。
次の手順で清掃をしてください。
❶ローゼット用スイッチをオフにし、本体をローゼットから
外してください。
❷メンテナンスカバーを外し、A水で濡らした綿棒でオゾ
ン発生体に付着している白い結晶物を除去してくださ
い。最後は乾いた綿棒で拭き取ってください。※破損
する恐れがありますので強くこすらないように注意し
てください。

❸B吹出し口も水で濡らした綿棒で白い結晶物を除去し
てください。最後は乾いた綿棒で拭き取ってください。

❹オゾン発生体とその周辺が完全に乾いたことを確認して
から、メンテナンスカバーを取り付けご使用ください。

オゾン吹き出し口

オゾン吹き出し口

お手入れの際は必ずローゼットから外してください。危険

ガラスやセラミックなどの無機材料

ステンレス

チタン

テフロン

ABS樹脂

塩化ビニル

フッ素ゴム

バイトン

ハイパロン

金属系

プラスチック系

ゴム系

耐オゾン性材料
（酸化されにくい材料）

鉄

ニッケル

ポリエチレン

ポリプロピレン

天然ゴム

金属系

プラスチック系

ゴム系

非耐オゾン性材料
（酸化されやすい材料）

突起部を
壁面に平行

突起部を
壁面に平行

お手入れ方法 お手入れの目安：1ヶ月に1 回


